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３．研究結果の概要 

≪全体の見取り図≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

分
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の

視

点 

＜法的観点＞ 
・雇用調整、労働条件変更のルール
・労働債権の法的保護の実効性 
・会社更生／民事再生手続における
労働者代表の関与の実効性 

＜経済学的観点＞ 
・事業再生がマクロ・ミクロレベルで雇
用に与える影響 

・ステークホルダー間の利害調整 

＜コーポレート・ガバナンスの観点＞

・コーポレート・ガバナンスの変化が
従業員に与える影響／労使関係が
コーポレート・ガバナンスに与える
影響 

＜労使関係・雇用管理の観点＞ 
・事業再生の早期着手・迅速再生に労組
が果たす役割 

・労使間の協議・情報提供の在り方 
・産別組織の役割 
・雇用管理の変更とその効果 
・従業員意識の変化 

 今後の課題  調査対象を拡大（未組織企業や経営側からの情報収集）し、人材・雇

用面からみた事業再生の実態についてより全体的な把握・分析を行う。 

 
  

労働債権の保護 
◇法的保護（優先的弁済）
は効果をあげているが、
限界もある。 

意識改革・能力開発 
◇従業員の意識改革を重
視し、トップのリーダー
シップ、研修、コンサル
ティングなど様々な手法
を利用。 
 

雇用・労働条件 
◇法的整理の前後を通
じて、大幅に人員削減
（希望退職募集、全員解
雇後に人員を絞って再
雇用など）。 
 
◇昇給停止、賃金・賞与
カット、退職金引下げ。
 
◇賃金制度を成果主義
に変更。 

労働組合の関与 
◇労組が早期事業再生着
手を推進。 
 
◇産別組織が倒産企業の
労働組合を全面的に支援
し、再生を支えた。 
 
◇雇用削減、労働条件変
更に当たっては、企業の
存続を第一に労組は柔軟
に対応。 

5 つの事例に見られた
事業再生時の人材・雇用面での主な変化・特徴 

 
      

  

不良債権処理の推進を契機として「事業再生」が活発化・定着 

投資ファンド会社
の台頭等再生の担

い手の多様化

企業再編法制・倒産法制の整備
（民事再生法創設等） 

産業再生機構の創設
産業活力再生法改正 

労働債権保護強化、労働者代表の再生プロセスへの関与強化 

事業再生は社会的に有用な「事業」という集合体を存続させるための“社会的

営為”であり、その過程に従業員が主体的に参画することが期待されている 

問

題

の

背

景 
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